
川崎区 川崎・渡田・富士見地域

!"#$%&'()*+,

! !"#$%&'()*"#

!"#$%&'()*+,$-./012345

!"
#$%&
'()%&
#$%&*+,-.

!"#$%&'()*+,-./0123!+456
!789:';<.=>?@AB1CDEFGHI6

!JK6;<.=<L;>MB

!"#$%&'()*+,-./01&23

-./& 0*#1234*56789:;<=>?=>@7 ABC:DE&FGH)IJK
-LMN>FIN>OP)7QRKSH ATAB&UVWIJK
-XY>7 Z[\=]I^_#`IJK ]Y*)&ab*#`IJK

cdef

!$%&'()*
+,-./01
2345346
78490%:
;<4 +,-
./+ 0+1
"=>

!?-@ABC'DEFGH
:IJ./A0KLM4>
NOBC"?-@APQR
&S/./ATUT: 23
45,K

!VWOXYZ[\]0%O
^_0 6789:*4`
aOb-Lcd]c"e
f]cd]cA*R
;<(=

! >?=@ABCg*R(
),K

! DEF67OhiZ[
\]O./0 GHI':
jK

#

JKLMNO%PQR*STUVW%
XY$ZP[\]^_

!klmnoOpmqrst
uvw_jxklyc
z]u!hi{|Z[
\]}A~�,K

'

!JK6;<.NOPQRST@ABUVFQRWX+,-6

#

ghijk

!ÄÅ"Çv*
RÉÑ0()
AÖÜ,K

! >?=@ABCg*R
(),K

!ÉÑ0áà[â+cä]
s0%4 DEFGHI
':j4
KLY$`a%'bc
A0K

!ãå:q =defg_ERçé&QL-
0-LM4 678hi9:Qjk,K

#

#

!" /0"123456789:;<=><?@A=B.C3.
D D E0D1F678GHIJA=B.C3.

!"#$%&'()*+,

!"#$%&'()*+,-./ !"0
123/

-./012345

! #$%&'%
()*+

!4567829
:;<3/=>
?@$AB0
,-C4D0
EF6 ./;
G$==C
01!"*+
6H/

!IJCKLM$NOP
QRH/'($ST0
UV2WXYZ5-.
/[\' 23)46

! 5678977]^
/_`abcaP

!de6fghij0k
l$mnopqc-]
^/[\6H/'($
!"-./EF6H
/

!de6Cr(s6tu
Xv 8:;<=wx
yz{|PH/

!

!"#$%&'()*+,$-./012345

"#
!$%&
'()%&
!$%&*+,-.

!"#"#$%&'()*+,-.-/012345-67
89:#;4#4<=>?!@A#BCD

!EFG?H2IJ:#KLMNNO8PG&QR9STQRUVWXYZ4[
W/\S[]R^YMZ4_`ab&:#;4 !cdefghijk?lmnMop["R

8qrHVsV:Gkb&:#;4

!"#$%&'()*+,-./01&23

6 7896 :;<#=6 >?@A BC)DEFGHIJKLMNOEPQ&)RS
TU6JVWX6YZ#[\]^

6]_@A# EF#`abcdeRSfgfhi)jIklmn*oWpdeI

qrstuTUvMwW

!abca2}~
0-$�ÄwÅ
Ç-sÉÑ-Ö
~Ü5áPà?
G/abcaP

!âäãåP&çXv
éèêÉwëíì0
r(s6îOïcñ
aPQRH/

! >97?@AB$
C0D)E'(0
!"óòåôP(
<(<öõjv~:

!

!

!

xxyz{|}

!úùx_ûP=(süu
oå†c0[\6]\

'

'

"# /0"123456789:;<=><?@A=B.C3.
D D E0D1F678GHIJA=B.C3.



第５回ワークショップのトークセッションでいただいた参加者からのコメント（一部抜粋）
トーク１
公共施設を取り巻く現状を踏まえ、
気づいたこと ・感じたこと
・日中の高齢者が多い状況をみると、公共施設で人が集う場
所が改めて必要であると感じている。公共施設で高齢者と
子育て中の方との交流などもあると良いと思う。

・かわさき健康づくりセンターを今まで知らなかったが、機
能を知って、名前と実態（機能）のイメージがかけ離れて
いると思った。

・知らなかった公共施設を知った。使われていない公共施設
が、有効活用されると良いと思った。これを機会に興味を
もって図書館などの公共施設に行くようになった。

・第３回・第４回のワークショップにおいて、箱モノを作る
のではなく、今ある大型スーパーに保育園や公共サービスを
入れるという使い方のアイデアが印象に残った。今ある民間
施設に入るという選択肢があるというアイデアを知れた。

・世代間交流があると良いという意見が出たが、施設の機能
として多世代が使える、地域の人が使えるという利用者制
限の変更だけでなく、それに伴うプログラムなどの運営も
必要であり、周知の方法も同時に検討すべきで、どういう
人が使うのかを把握してターゲットにあうメディアを選ぶ
ことも大切。

トーク２
公共施設の今後を考える中で、
気づいたこと ・感じたこと
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・ハブになる人がいることで、多世代交流は広がるのではない
かと思った。仕掛けを作らないと、自走するのは難しいと思う。

・施設がどこにあるか、何の施設かを知らないということを
改めて感じた。施設の隣に住んでいても知らないことも。
例えば、カルッツなどの利用が多い施設に利用が低い施設
の告知を置くなど、ホームページなどはあると思うが、も
うちょっとＰＲの手段を検討したら良い。その上で、利用
者の少ない施設は機能集約や移転なども考える必要がある。

・運営する人・ハブになる人が大切だと思った。夜遅くまで
やってほしいという意見があったが、運営してくれる人が
いなければ成り立たない。運営する人がいれば安心になる
ので、より良い公共施設になると思う。


